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過
去
十
年
間
、
税
収

は
減
少
し
地
価
も
一
部
を

除
き
下
落
。
こ
れ
は
施
策

の
結
果
で
あ
り
観
光
客
数

増
加
は
一
義
的
成
果
も
あ

る
が
、
全
体
に
波
及
す
る

方
策
を
整
え
な
が
ら
所
得

再
分
配
や
格
差
是
正
、
経

済
の
安
定
を
図
る
こ
と
が

行
政
の
役
割
。
そ
の
結
果
、

税
収
や
地
価
の
上
昇
に
繋

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
例
や
計
画
を
策
定
し
実

施
す
る
こ
と
が
自
治
体
の

役
割
で
な
く
条
例
や
計
画

を
基
に
課
題
を
把
握
し
解

消
策
を
探
り
地
域
に
効
果

あ
る
施
策
を
実
行
し
税
収

増
に
繋
げ
る
こ
と
が
経
営
。

公
契
約
条
例
、
産
業
連
関

表
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
な
ど
一
体
活
用
で
民

間
企
業
と
の
連
携
を
密
に

し
た
「
産
業
振
興
会
議
」

の
開
催
な
ど
戦
略
的
な
地

域
内
再
投
資
に
よ
る
「
産

岩垣 和彦 議員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
。

親
が
仕
事
で
い
な
い
放
課

後
の
時
間
を
安
心
し
て
過

ご
す
た
め
の
場
所
と
支
援

者
の
指
導
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

新
宮
小
、
北
小
で
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
消

防
署
や
下
水
道
セ
ン
タ
ー
、

民
間
の
施
設
を
借
り
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ

る
。
対
象
学
年
の
拡
大
に

よ
り
利
用
者
が
増
加
し
、

施
設
の
増
設
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

対
象
学
年
が
平
成
28
年
度

か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
全
体

の
利
用
数
は
９
０
７
人
で
、

利
用
を
希
望
し
た
児
童
す

べ
て
を
受
け
入
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
施
設
の
面 ど

の
子
に
も

ゆ
っ
た
り
と
し
た

安
心
の
放
課
後
を

上嶋希代子 議員

積
は
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
で
は
児

童
一
人
当
た
り
お
お
む
ね

１
．
65
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
教
室
が
利
用
児
童
数

に
見
合
っ
た
面
積
を
確
保

し
て
い
る
。
新
宮
小
や
北

小
で
は
学
校
施
設
内
で
の

教
室
の
確
保
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
消
防
署
や
下
水

道
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
近
隣

施
設
を
お
借
り
す
る
こ
と

で
対
応
し
て
い
る
。
総
児

童
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
利

用
者
数
は
現
在
と
同
程
度

で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
増
築
と
い
っ
た
施

設
の
増
設
で
は
な
く
、
学

校
や
近
隣
の
公
共
施
設
の

活
用
や
、
民
間
施
設
を
借

用
す
る
こ
と
で
対
応
し
た

い
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
の
顕
在
化
な
ど
社
会

経
済
に
大
き
な
変
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
市

長
自
ら
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
し
て
全
国
及
び
海
外
の

旅
行
博
、
見
本
市
、
旅
行

会
社
等
へ
直
接
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
誘
客
と
飛
騨
牛
や
地

場
特
産
品
の
販
路
拡
大
に

努
め
て
い
る
こ
と
が
、
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
国

会
で
評
価
さ
れ
た
り
、
国

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
市
政

運
営
へ
の
考
え
は
。

市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

直
面
す
る
諸
課
題
に
全
力

で
取
り
組
む
。

地
元
に
ゆ
か
り
あ
る
山

岡
鉄
舟
、
手
島
右
卿
は
、

著
名
な
書
道
家
と
し
て
国

内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い 國

島
市
長
自
ら
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は

国
か
ら
評
価

谷澤 政司 議員

書
道
文
化
の
継
承
を

市
税
・水
道
等
の
滞
納
は

る
。
中
山
町
の
美
術
館
は

大
学
書
道
部
の
合
宿
8
年

間
の
受
け
入
れ
な
ど
書
道

文
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

歴
史
書
道
文
化
継
承
の
取

り
組
み
を
。

様
々
な
機
会
を
捉
え
て

書
道
の
魅
力
を
伝
え
、
書

道
文
化
の
振
興
に
取
り
組

む
。市

民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

や
公
共
事
業
を
行
う
貴
重

な
財
源
で
あ
る
。
主
な
三

科
目
の
昨
年
度
の
滞
納
状

況
は
。滞

納
額
は
、
市
税
10
億

４
千
万
円
、
国
民
保
険
料

２
億
８,
９
７
０
万
円
、

上
下
水
道
使
用
料
２
億
６

０
８
万
円
で
あ
る
。
滞
納

者
へ
は
「
高
山
市
徴
収
強

化
月
間
」
と
し
て
徴
収
に

努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　

市
内
産
業
や
市
民
生
活
の
実

態
を
把
握
し
課
題
解
決
を

図
る
た
め
の
戦
略
を
企
て
市

の
財
源
を
投
入
し
市
民
の
活

性
策
に
資
す
る
べ
き
！

業
振
興
」
を
実
現
し
「
地

域
再
生
策
」
早
急
に
具
現

化
す
べ
き
。

市
内
の
平
均
地
価
公
示

価
格
は
低
下
傾
向
で
高
山

駅
周
辺
と
古
い
町
並
み
を

除
き
市
域
全
体
に
効
果
は

波
及
し
て
い
な
い
。
今
後

地
価
の
変
動
要
因
を
分
析

し
経
済
社
会
情
勢
の
変
化

に
合
せ
産
業
振
興
施
策
の

あ
り
方
、
商
工
行
政
の
役

割
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
市
内
の
事
業
現
場
の

声
を
直
接
聞
き
、
産
業
の

活
性
に
何
が
必
要
で
あ
る

か
を
真
摯
に
考
え
議
論
を

深
め
る
。
更
に
市
の
商
工

行
政
が
主
体
と
な
り
行
政

に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果

た
す
。
今
後
、
包
括
的
、

効
果
的
な
施
策
、
再
投
資

に
よ
る
地
域
内
循
環
、
中

小
企
業
の
経
営
基
盤
な
ど

を
視
点
に
入
れ
有
効
な
施

策
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。


